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＊1 AndroidTM：スマートフォンやタブレット
向けのオペレーティングシステム，ミド
ルウェア，主要なアプリケーションから
なるソフトウェアプラットフォーム．米
国Google, Inc.の商標または登録商標．
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1. まえがき
スマートフォン向け新サービスを

Android OSのようなオープンなプラ

ットフォーム＊2で実現するために

は，柔軟にアプリケーションを開発

できる利点を活かしながら，従来フ

ィーチャーフォン（iモード端末）

を利用していたユーザにも安心して

使ってもらえるプラットフォームを

提供する必要があった．また，スマ

ートフォン向け新サービスは複数の

アプリケーションで構成されるた

め，アプリケーションごとに縦割り

の開発を行うのではなく，将来的な

開発の効率化や開発期間の短縮化を

あらかじめ意識したうえで，拡張性

の高い柔軟なプラットフォームを整

備する必要もあった．本稿では，ス

マートフォン向け新サービスを実現

するプラットフォームとアプリケー

ションの設計方針および評価方針な

どを解説する．

2. 設計方針
従来フィーチャーフォンで展開し

てきたサービスをAndroid OS上で

実現するために必要な機能構成やポ

リシーを抽出し，実現手段を検討し

た．機能拡張や機能改善，OS更新

時のメンテナンス性や拡張性を保つ

ため，アプリケーション層での実現

を前提とし，既存のサービス・機能

をそのまま移植するのではなく，同

等とみられる，もしくはスマートフ

ォンならではのサービス要件および

機能仕様になるよう見直した．ただ

し，ユーザの安心・安全にかかわる

機能については，例外的にAndroid

OSに対し必要最小限の拡張をして

実現している．本拡張を行ううえ

で，独自拡張を避け，将来的な標準

Android OSとの親和性を考慮した．

また，上記で抽出・分析した機能

構成やポリシーのうち，汎用的に利

用・適用可能なものを，スマートフ

ォン向け新サービスを実現するため

のプラットフォームとした．

3. 共通基盤ソフト
スマートフォン向け新サービスを

構成する複数のアプリケーションで

共通的・汎用的に利用できる機能を

抽出して共通基盤ソフトとして提供

した．図1にスマートフォン向け新

サービス共通基盤ソフトとアプリケ

ーションの構成概要を示す．共通基
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スマートフォン向け新サービスを提供するプラットフォ

ームとして柔軟にアプリケーションを開発できる

Android
TM＊1
OSの利点を活かしながら，ユーザの安心・安

全や利便性を確保できるアプリケーションプラットフォー

ムを実現した．

また，スマートフォン向け新サービスを構成する複数の

アプリケーションを開発するにあたり，全体の構成や機能

の分担を工夫することで，将来的な拡張およびメンテナン

スのしやすさや開発効率の向上を実現している．
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スマートフォン向け新サービスを提供するプラットフォームとして柔軟にアプリケーションを開発できるAndroidOSの利点を活かしながら、ユーザの安心・安全や利便性を確保できるアプリケーションプラットフォームを実現した。また、スマートフォン向け新サービスを構成する複数のアプリケーションを開発するにあたり、全体の構成や機能の分担を工夫することで、将来的な拡張およびメンテナンスのしやすさや開発効率の向上を実現している。
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＊2 プラットフォーム：アプリケーションを
動作させるための基盤ソフトウェア．本
稿ではOSよりも上位のソフトウェアと
いう意味で用いる．

＊3 SMS：主に移動端末どうしでテキストベー
スの短い文章を送受信するサービス．移

動端末の制御用信号を送受信することに
も用いられる．
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スマートフォン向け新サービスを提供するプラットフォーム

盤ソフトを切り出して開発し提供す

ることで，開発効率の向上や開発期

間の短縮，サービスを通して一貫し

たポリシーの適用を可能とした．具

体的には次の機能を共通基盤ソフト

として提供した．

・特定のアプリケーションに対し

てSMS＊3でメッセージを通知

する機能（図1①）

・ドコモのサービスを提供するア

プリケーションの正当性をアプ

リケーション・サーバ間で認証

する機能（図1②）

・複数のアプリケーションから利

用されるアプリケーションに対

して，利用元のアプリケーショ

ンを制御するためのアプリケー

ション間の認証機能（図1③）

・複数のアプリケーションで個別

に管理しているデータが，あた

かも1つのデータベースに存在

しているかのようにアクセスす

ることを可能にする機能（図1

④）

4. 共通ポリシー・
ガイドライン

スマートフォン向け新サービスを

導入するうえで20個以上のアプリ

ケーションを同時に開発した．多数
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FOTA：Firmware update Over The Air  
 
Emoji Factory：キャリア絵文字の表示に用いるライブラリ． 
絵文字パッケージ：絵文字（キャリア絵文字，デコメ絵文字）の入力および表示を行えるようにするためのソフトウェア． 
OBEXTM（OBject EXchange protocol）：IrDA（Infrared Data Association）にて規格化したオブジェクト交換用の通信方式であり，同協会の商標． 
WAP（Wireless Application Protocol）Push Helper：メッセージを通知する対象のアプリケーションをWAP Push Managerに登録するソフトウェア． 
WAP Push Manager：アプリケーションにSMSでメッセージを通知するライブラリ． 
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図1 スマートフォン向け新サービス共通基盤ソフト・アプリケーション構成概要図
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のアプリケーションを分担して開発

するには，開発する前にこれから開

発しようとするものの全体像を共有

し，共通的な指針を明らかにして，

意識を合わせておく必要がある．そ

のため，サービス要件を問わないポ

リシー，具体的には，セキュリテ

ィ，個人情報保護，トラフィック，

課金などのポリシーやガイドライン

を設定した．このポリシーやガイド

ラインには，性能，省電力，ユーザ

インタフェース，外部出力，ローミ

ング時やテザリング時の動作などの

規定があり，それらに基づき，個々

のアプリケーションの要件決定を行

った．

また，スマートフォン向け新サー

ビスを実現するアプリケーションの

特徴として，アプリケーション間連

携やデータの受け渡しが多いことが

挙げられる．連携元と先のアプリケ

ーションが相互に期待する動作を行

うためには，あらかじめアプリケー

ション開発者間で意識を合わせてお

く必要がある．設計初期にそれぞれ

のアプリケーションの関連性を抽出

し，整合を取ったうえで，全アプリ

ケーション間でインタフェース仕様

を共有することにより，開発上問題

が生じないようにした．

5. カスタマイズ要素
一部のアプリケーションは商品に

合わせて端末メーカがカスタマイズ

できる要素を残し，端末メーカのブ

ランドや従来から端末メーカが搭載

している機能を活かせるようにして

いる．こうすることで，多種多様の

端末メーカのスマートフォンに新サ

ービスアプリケーションを導入する

ことを可能にした．

6. 品質の評価・確認
スマートフォン向け新サービスを

実現するプラットフォームでは複数

のサービスアプリケーションの同時

実行を可能とする必要がある．その

ため，個々のアプリケーションの機

能性や品質の評価とは別に，PCや

すでに市場で販売済みのスマートフ

ォンに，このプラットフォームを移

植した環境を構築して，複数のアプ

リケーションが同時実行している状

態での複合・競合動作，連携動作，

性能の評価を重点的に行い，結果を

個々のアプリケーションや商品にフ

ィードバックを行った．これによ

り，商品およびサービス全体の品質

向上を実現した．

7. あとがき
スマートフォン向け新サービスを

導入し，今後のサービスの拡張・展

開を継続的に実施していくために必

要なプラットフォームの要素とし

て，今回共通基盤ソフトやアプリケ

ーションに対するポリシー，ガイド

ライン，インタフェース仕様を導入

した．今後もサービスや機能の拡張

を継続していくとともに，今回の開

発の効果や改善点をプラットフォー

ムにフィードバックし，ドコモのサ

ービスの基盤として最適なプラット

フォームおよびアプリケーション構

成の選択と構築を続けていく．
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